
　５月２１日、ましけキッズ体験隊の２回目の活動があり、ラーバクラス（小学校１、２年生）は元陣屋で「おはな

しポトフセレクション」を。ピューパクラス（小学校３、４年生）は旧増毛小の校舎裏で、第１回目の活動で製作し

た鳥の巣箱を設置したあとに、農作業体験を。ジュニアリーダークラス（小学校５、６年生）は、旧増毛小の校舎

裏の畑を利用して、ピューパクラスの児童と一緒にじゃがいもや花などを植える農作業をそれぞれ体験しました。

まちの話題（“かずの子の日まちの話題（“かずの子の日””・・町民スクール など町民スクール など）） ‥‥‥‥‥‥２２～３～３ＰＰ

増毛町交通安全協増毛町交通安全協会会・・増毛町防犯協会 収支決算報告増毛町防犯協会　収支決算報告 ‥‥‥‥４４～５～５ＰＰ

増毛町内フォトコンテストのお知らせ‥‥増毛町内フォトコンテストのお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０ １０Ｐ などＰ　 な ど 

まちの話題（“かずの子の日”・町民スクール など） ‥‥‥２～３Ｐ

増毛町交通安全協会・増毛町防犯協会　収支決算報告 ‥‥４～５Ｐ

増毛町内フォトコンテストのお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １０Ｐ　 な ど 
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ま 題話のち

　
５
月
　
日
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
実
施
さ

１２

れ
多
数
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
朱
文
別
川
河
口
付
近
、
舎
熊
セ
イ
コ
ー

マ
ー
ト
前
浜
、
舎
熊
駅
前
バ
ス
停
前
浜
、

市
街
地
海
岸
線
な
ど
を
中
心
に
行
わ
れ
、

あ
ち
こ
ち
に
散
乱
し
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
い

集
め
ま
し
た
。

　
景
観
は
良
く
な
り
ま
し
た
が
、
毎
年
同

じ
よ
う
に
ゴ
ミ
が
散
乱
す
る
現
状
が
あ
り
、

来
町
者
・
町
民
と
も
に
ゴ
ミ
捨
て
マ
ナ
ー

の
向
上
と
意
識
の
改
善
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ゴ
ミ
の
な
い
綺
麗
な
ま
ち
に

　
増
毛
町
の
原
風
景
が
切
手
に
ま
と
め
ら
れ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
な
つ
か
し
の
原

風
景
増
毛
」
が
発
売
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
発
売

日
の
４
月
　
日
、
増
毛
郵
便
局
の
長
谷
川
勇
恵

２８

局
長
が
町
長
室
を
訪
れ
、
同
フ
レ
ー
ム
切
手
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
切
手
に
は
、
旧
商
家
丸
一
本
間

家
や
旧
増
毛
小
学
校
、
Ｊ
Ｒ
増
毛
駅
や
暑
寒
別

岳
な
ど
、
町
内
の
歴
史
情
緒
あ
ふ
れ
る
建
造
物

や
自
然
の
風
景
な
ど
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
町

内
の
郵
便
局
、
増
毛
マ
ル
シ
ェ
、
駅
前
観
光
案

内
所
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
価
格
は
１
埀
３
０
０
円
で
、
在
庫
が
無
く
な

り
次
第
販
売
終
了
。
お
買
い
求
め
ご
希
望
の
方

は
お
急
ぎ
を
！

増
毛
の
原
風
景
が
切
手
に

　
５
月
７
日
、
８
日
の
両
日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
「
第
　
回
フ
レ
ン
ド
リ
ー
カ
ッ
プ
兼
第

２０

７
回
遠
田
杯
少
年
野
球
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
増
毛
町
出
身
で
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
元
選
手
で

あ
る
遠
田
誠
治
さ
ん
の
名
前
を
冠
し
た
こ
の
大
会

は
、
今
回
は
増
毛
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
他
、
留
萌
市
、

天
塩
町
、
赤
平
市
、
妹
背
牛
町
、
北
竜
町
、
沼
田

町
か
ら
合
わ
せ
て
８
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
増
毛
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
１
回
戦
か
ら
延
長
戦
を

強
い
ら
れ
る
好
ゲ
ー
ム
と
な
り
、
惜
し
く
も
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
発

揮
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
試
合
後
の
個
人
表
彰
で
は
増
毛
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

か
ら
三
國
桜
華
さ
ん
が
敢
闘
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

全
力
で
白
球
を
追
い
か
け
る

　
４
月
　
日
、
あ
っ
ぷ
る
保
育
所
入
所
児

２８

と
増
毛
幼
稚
園
園
児
全
員
に
北
日
本
水
産

物
株
式
会
社
（
田
谷
克
頼
社
長
）
よ
り
、

同
社
の
味
付
け
数
の
子
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
北
海
道
水
産
加
工
協
同
組
合
連
合
会
が

５
月
５
日
を
「
か
ず
の
子
」
の
日
と
制
定

し
た
の
を
受
け
て
、
地
元
か
ら
の
数
の
子

の
知
名
度
向
上
と
消
費
拡
大
を
目
的
に
今

回
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
谷
社
長
か
ら
鯉
の
ぼ
り
が
印
刷
さ
れ

た
特
別
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
数
の
子
が
手
渡
さ

れ
る
と
、
子
ど
も
達
は
笑
顔
で
お
礼
を

言
っ
て
い
ま
し
た
。

５
月
５
日
は
供
か
ず
の
子
僑
の
日
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ま 題話のち

　みなさん、今年のゴールデンウィークはどこかに出かけましたか？最大で10日間お休みの方もいたで

あろう今回の大型連休は、増毛町内もたくさんの観光客で賑わいました。

　気温があがらず肌寒い日が多かったのですが、ＪＲ留萌線留萌－増毛間の廃線報道の影響か、増毛駅

前を中心にたくさんの方が観光に訪れました。連休中は２両編成の車両がたくさんの乗客を乗せて増毛

町を往復し、連休後半には事実上最後のノロッコ号が来町しました。

　駅前広場では連日、観光客に対して町商工会青年部やＪＡ南るもい、町漁組青年部、町観光協会が特

設テントで特産品の販売や試食・試飲を行い、おもてなしをしていました。

　広報マンはというと…ＪＲ車両の勇姿をカメラにおさめようと、意気揚々

と増毛駅に向かい、車両の到着までまだ時間があるなと、町観光協会のテン

トでホタテの稚貝の味噌汁を味見。ホタテの身にむしゃぶりついている最中

にＪＲ車両が到着。急いでホームに向かうも、降車してきた方達にもみく

ちゃにされ…。今回も食欲に勝てない広報マンなのでした…。

ｖｏｌ，13

　
５
月
　
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に

２６

お
い
て
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
助
教
で

防
災
教
育
の
専
門
家
で
あ
る
定
池
祐
季
氏
を

招
い
て
、
今
年
度
第
１
回
目
の
町
民
ス
ク
ー

ル
が
開
催
さ
れ
、
町
民
約
１
６
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
の
被
災
地
は
、
今
ま
で
大
き
な

地
震
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
経
験
が
な
い
た
め
、

的
確
な
備
え
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
点
が
今

の
増
毛
町
に
も
当
て
は
ま
る
と
指
摘
し
、
今

後
被
災
す
る
恐
れ
が
あ
る
「
未
災
地
」
と
し

て
の
防
災
の
あ
り
方
を
、
分
か
り
や
す
く
講

義
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
５
月
　
日
、
増
毛
町
生
き
が
い
活
動
事

１９

業
団
（
棚
橋
秀
彦
代
表
）
に
よ
る
、
植
栽

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
作
業
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の

一
環
と
し
て
町
か
ら
委
託
を
受
け
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
会
員
約
　
名
が
参
加
。

３０

増
毛
マ
ル
シ
ェ
か
ら
中
央
ス
ー
パ
ー
前
ま

で
の
道
道
沿
い
に
約
７
０
０
株
の
花
を
植

え
ま
し
た
。

　
同
事
業
団
は
、
他
に
も
旧
増
毛
小
の
清

掃
や
草
刈
な
ど
の
作
業
も
行
っ
て
お
り
、

会
員
は
現
在
　
名
。
ま
だ
ま
だ
会
員
募
集

３４

中
と
の
こ
と
で
す
。

美
し
い
ま
ち
に
し
よ
う

防
災
は
生
き
た
知
識
が
大
切



▲５月２１日に実施された町防犯協会による住宅診断の様子

　
増
毛
町
で
は
、
平
成
　
年
８
月
　
日
の
死
亡
事
故
以
来
、
交
通
死
亡

２４

１５

事
故
死
ゼ
ロ
が
継
続
し
て
お
り
、
昨
年
５
月
　
日
を
も
っ
て
交
通
死
亡

１２

事
故
死
ゼ
ロ
継
続
１
埀０
０
０
日
を
達
成
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
年
９
月
　
日
に
は
継
続
１
埀５
０
０
日
を
達
成
す
る
予
定
で
お
り
、

２３

今
後
も
関
係
機
関
・
各
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ

て
交
通
安
全
運
動
を
行
い
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
取
組
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
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交
通
事
故
死
ゼ
ロ
運
動

～
も
う
す
ぐ
継
続
１
埀５
０
０
日
～

平成２７年度

増毛町防犯協会収支決算書

◇収入の部　 （単位：円）

内　　訳金　額科　目

町補助金１４２，０００町 補 助 金

団体賛助金（９７団体）
１，２８０，４００賛　助　金

自治会賛助金（１，８９６戸）

港祭り防犯対策費等１３１，０６８雑　収　入

防犯協会基金２１２，５００基金繰入金

前年度繰越金１４１，０７９繰　越　金

１，９０７，０４７合　　　計

◇支出の部　 （単位：円）

内　　訳金　額科　目

総会、旅費等２０，３００会　議　費

事務用品費１２０，９４４事　務　費

パトロール、活動費等１，２５３，５２０事　業　費

光熱水費、修繕費等８５，２２７
防 犯 セ ン
ター管理費

広告料、各種負担金等７９，７１２諸 支 出 金

防犯交通センター改修費寄附金２１２，５００寄　附　金

１，７７２，２０３合　　　計

●差引残高　１３４，８４４円（次年度へ繰越）

　上記のとおり収支決算を報告します。

　　　　　増毛町防犯協会　会長　合羽井　達男

平成２７年度

増毛町交通安全協会収支決算書

◇収入の部 （単位：円）

内　　訳金　額科　目
一般会費、自治会賛助金等１，４０８，６５０会　　　費
町補助金２２９，０００町 補 助 金
支部配布資材一部負担金等１３３，８４２雑　収　入
交通安全協会基金２１２，５００基金繰入金
前年度繰越金２１７，２５８繰　越　金

２，２０１，２５０合　　計

◇支出の部 （単位：円）

内　　訳金　額科　目
総会、役員会賄料２２３，６２２会　議　費
啓発資材購入等５７２，３３１啓　発　費
看板等設置資材修理等５１，１４０資　材　代

支部活動費交付金等５３３，５２５
助成金及び
交 付 金

会議出席旅費４５，７００旅　　　費
事務用品費等９１，６４６事　務　費
留萌地区交通安全協会連合会４０，４３２負　担　金
周年記念事業積立金１００，０００積　立　金
広告料、慶弔費等１６１，５７６雑　　　費
防犯交通センター改修費寄附金２１２，５００寄　附　金

２，０３２，４７２合　　計

●差引残高　１６８，７７８円（次年度へ繰越）

　上記のとおり収支決算を報告します。

　　　　　増毛町交通安全協会　会長　　三上　晴夫

◇住宅診断◇
実施日時：５月２１日（土）１３時３０分～
実施場所：市街中地区（栄町、畠中町、南畠中町）
　　　　　舎熊地区
調査戸数：計３７１戸　良好：２０６戸
かぎのかけ忘れ
（在宅しているが施錠なし）：１３３戸
戸締不完全（不在で施錠なし）：３２戸
　昼間だから、近所だからと油断せずに在宅中
でも施錠する習慣をつけましょう。

安心・安全なま ち を
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５
月
６
日
午
後
、
国
道
２
３
１
号
線
の
大
別
苅
ト
ン
ネ
ル
内
で
留
萌
方
向
に
自

転
車
で
走
っ
て
い
た
東
京
都
の
男
性
が
、
後
ろ
か
ら
走
っ
て
き
た
車
に
は
ね
ら
れ
、

重
傷
を
負
い
ま
し
た
。
車
は
そ
の
ま
ま
走
り
去
り
ま
し
た
が
、
後
日
破
損
し
た
事

故
車
両
が
町
内
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
運
転
手
は
近
く
に
お
ら
ず
、
逃
走
を
続
け

て
お
り
ま
し
た
が
そ
の
後
逮
捕
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
事
故
を
起
こ
し
た
後
も
運
転
手
は
逃
走
を
続
け
、
悪
質
な
ひ
き
逃
げ
事

件
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
も
、
ト
ン
ネ

ル
等
の
暗
い
と
こ
ろ
を
通
る
と
き
に
は
、
反
射
材
な
ど
を
身
に
つ
け
、
車
に
自
分

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
車
の
運
転
手
と
し
て
ト
ン
ネ
ル
内
等
を
走
行
す
る
際
は
、

特
に
２
３
１
号
線
の
石
狩
ま
で
の
国
道
は
ト
ン
ネ
ル
が
複
数
有
り
、

視
界
が
暗
く
な
っ
た
り
明
る
く
な
っ
た
り
を
繰
り
返
し
ま
す
。
無

理
に
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
ず
、
歩
行
者
や
自
転
車
に
特
に
注
意
し
て

運
転
し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
際
は
そ

の
ま
ま
立
ち
去
ら
ず
、
必
ず
警
察
に
通
報
し
、
負
傷
者
が
出
た
場

合
は
救
急
車
を
呼
び
、
負
傷
者
を
安
全
な
場
所
に
移
す
な
ど
し
て

応
急
救
護
処
置
を
す
る
こ
と
が
、
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
運

転
手
の
責
任
と
義
務
で
す
。

町
内
で
ひ
き
逃
げ
事
件
発
生
！

増毛町内刑法犯発生状況（平成２７年）

比較平成２６年平成２７年罪　種
３０３暴行

凶悪犯 ０００傷害
３０３小　計

△１２１忍び込み
侵　入 △３４１空き巣

１０１事務所荒らし
０００出店荒らし

窃　盗
△１１０倉庫荒らし
１０１その他

△３７４小　計
△２２０車上狙い

非侵入

窃　盗

０００自販機狙い
０００自動車盗
１０１自転車盗
０００タイヤ盗
０００万引き

△２４２その他
△３６３小　計
０２２詐欺横領

その他

０００住居侵入
０００暴行
０００住居侵入
１２３器物損壊
０００その他
１４５小　計

△２１７１５合　計

み ん なで つく ろ う ！犯罪のな い 
　雪も溶け、ようやくあたたかくなってきて本格

的な観光シーズンを迎えようとしている増毛町で

すが、これから様々な犯罪が起こりやすい時期に

さしかかります。町内各団体や警察・行政との連

携を図りながら、少しでも犯罪が減るように町民

一人ひとりが防犯意識を高めることが必要です。

　町防犯協会では、５月１１日から２０日までの「春

の全国地域安全運動」に合わせて、パトロール活

動強化の一環として、留萌警察署職員の協力のも

と、自動車診断、住宅診断を行いました。診断結

果は次の通りです。

◇自動車診断◇
実施日時：５月１８日（水）１９時～
実施場所：市街地区西部
　　　　　（暑寒海岸町、暑寒町、南暑寒町）
調査台数：計３６９台
ドアの施錠なし：４０台（うち、エンジンキー

がついたままの状態が６台）

　敷地内だからと安心せず、しっかりと施錠し、
車内に荷物を置かないようにしましょう。

▲子ども交通安全体験学習で大型トラッ
クによる自転車の巻き込みについて学
習した増毛小児童。

▲５月１６日に開催された町交通安全協会
の総会では、事業報告の他、交通事故
防止への意識を再確認しました。
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【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以

上
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

一
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

早
出
・
遅
出
・
夜
勤
の
３
交

代
制
の
勤
務

二
、
日
勤
職
員

早
出
、
遅
出
の
日
勤
２
交
代

制
の
勤
務

三
、
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
、

あ
な
た
の
都
合
に
合
わ
せ
て

調
整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金
　

　
フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員

　
月
額
１
３
４
埀２
０
０
円
以
上

　
パ
ー
ト
職
員

　
・
時
給
　
　
　
　
８
２
０
円

　
・
日
給
　
　
 ６
埀
４
０
０
円

※
資
格
、
経
験
年
数
に
よ
る

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

※
勤
務
形
態
に
よ
り
手
当
の
内

容
が
異
な
り
ま
す
。

【
清
掃
員
】

■
募
集
人
員
　
１
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

■
賃
金
　
日
給
６
埀
０
０
０
円

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
申
込
方
法
】

採
用
決
定
ま
で
随
時
受
付
。

履
歴
書
に
有
資
格
者
は
証
明

書
の
写
し
を
添
え
て
、
明
和

園
に
提
出
願
い
ま
す
。（
郵

送
可
）

 
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

　
北
海
道
財
務
局
の
専
門
の
相

談
員
が
「
借
金
の
悩
み
」
を
親

身
に
な
っ
て
お
聴
き
し
、
あ
な

た
に
合
っ
た
解
決
方
法
を
提
案

し
ま
す
。
ま
た
、「
預
金
・
融
資
、

保
険
な
ど
金
融
全
般
」
の
ご
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。
無
料
・

予
約
不
要
で
す
。
秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
。

■
受
付
日
時

　
６
月
　
日（
水
）

２９

　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

００

１２

００

■
会
場

留
萌
振
興
局
（
留
萌
市
住
之

江
町
２
丁
目
１
番
地
２
）

 
北
海
道
財
務
局
相
談
員

　（
直
通
電
話
 ０
１
１
倆
８
０

７
倆
５
１
４
４
ま
た
は
０
１

１
倆
８
０
７
倆
５
１
４
５
）

　
当
日
お
越
し
い
た
だ
け
な
い

方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
次
の
常

設
窓
口
で
相
談
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
借
金
・
金
融
一
般
相
談

・
多
重
債
務
者
相
談
窓
口

　（
電
話
 ０
１
１
倆
８
０
７
倆

５
１
４
４
）

・
金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

　（
電
話
 ０
１
１
倆
８
０
７
倆

５
１
４
５
）

・
中
小
企
業
等
金
融
円
滑
化
相

談
窓
口

　（
電
話
 ０
１
１
倆
７
２
９
倆

０
１
７
７
）

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

（
介
護
員
・
清
掃
員
）

募

集

暮 報情のしら

　
町
で
は
、
公
共
下
水
道
管
渠
布

設
済
地
域
を
除
く
地
域
を
対
象
に

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
家

庭
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る

「
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
設
置
を
計
画
し
て
い

る
方
は
、
次
の
合
併
処
理
浄
化
槽

設
備
工
事
指
定
業
者
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
設
備
工
事
に
つ
い
て
は
、

次
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
備
工
事

指
定
業
者
で
な
け
れ
ば
補
助
金
の

交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
合
併
処
理
浄
化
槽
設
備
工
事
指

定
業
者
（
平
成
　
年
３
月
　
日

２８

３１

現
在
）

・
㈲
タ
ナ
ハ
シ
設
備

（
港
町
、
電
話
５
３
倆
１
３
６
１
）

・
㈲
土
橋
建
設

（
暑
寒
町
３
丁
目
、
電
話
５
３
倆

３
３
６
９
）

・
㈱
原
田
設
備
工
業

（
旭
川
市
、
電
話
０
１
６
６
倆
７

３
倆
５
２
６
０
）

■
補
助
金
額

・
５
人
槽
　
３
５
２
埀
０
０
０
円

・
６
～
７
人
槽
　
４
４
１
埀
０
０
０
円

・
８
～
１
０
人
槽

　
５
８
８
埀
０
０
０
円

 
町
民
課
・
町
民
環
境
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

◇
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

　
整
備
事
業
の
お
知
ら
せ
◇

お
知
ら
せ

☆
介
護
職
員
初
任
者
研
修
及
び

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
た
め

の
実
務
者
研
修
費
用
の
一
部

に
助
成
が
有
り
ま
す
。

☆
明
和
園
で
新
規
に
就
職
さ
れ

る
場
合
に
は
手
当
支
給

　
月
額
五
千
円
【
　
ヶ
月
間
】

１２

就
職
の
た
め
、
他
町
村
か
ら

町
内
へ
居
住
さ
れ
る
場
合

　
月
額
一
万
円
【
　
ヶ
月
間
】

１２

「
借
金
・
金
融
一
般
相
談
会
」

の
開
催
に
つ
い
て

西原腎・泌尿器科
クリニック

日曜当番医

（花園町１丁目

　電話 56－1678）

【６月12日】

（留萌市）
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北
海
道
科
学
ス
テ
ー
ジ
主
催

の
北
海
道
科
学
ス
テ
ー
ジ
留
萌

会
場
を
開
催
し
ま
す
。
お
も
し

ろ
い
実
験
や
工
作
、
サ
イ
エ
ン

ス
シ
ョ
ー
な
ど
楽
し
い
体
験
が

た
く
さ
ん
で
き
ま
す
。

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
小
中

学
生
ま
で
参
加
出
来
ま
す
。
就

学
前
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
の

同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　
６
月
　
日（
土
）

２５

　
　
時
開
始
、　

時
終
了

１０

１２

■
会
場

　
文
化
セ
ン
タ
ー
 大
ホ
ー
ル

■
参
加
料
　
　
無
料

※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
保
護

者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
教
育
委
員
会
地
域
学
習
課

　
社
会
教
育
係

　（
電
話
 ５
３
倆
２
４
２
７
）

　
ま
し
け
町
民
ス
ク
ー
ル
の
第

２
回
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講

師
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活
躍
中

の
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
ナ
イ
ツ
」

の
お
二
人
の
他
、
手
品
師
の
マ

ジ
ッ
ク
ジ
ェ
ミ
ー
、
落
語
の
笑

福
亭
羽
光
、
バ
イ
オ
リ
ン
漫
談

の
マ
グ
ナ
ム
小
林
が
出
演
し
ま

す
。
　
ナ
イ
ツ
に
よ
る
漫
才
の
他
、

老
若
男
女
、
誰
も
が
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
多
彩
な
演
者
で

た
っ
ぷ
り
笑
え
る
１
時
間
　
分
３０

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

 

■
日
時

　
６
月
　
日（
水
）　
時
開
演

２９

１９

■
会
場

　
文
化
セ
ン
タ
ー
 大
ホ
ー
ル

■
演
題

　「
ナ
イ
ツ
の
爆
笑
寄
席
飴
増

毛
」

■
入
場
料

会
員
及
び
　
歳
以
上
の
方
は

７０

無
料

　
当
日
券
　
一
般
　
２
埀
０
０
０
円

　
当
日
券
　
高
校
生

　
１
埀
０
０
０
円

※
小
中
学
生
の
方
は
無
料
で
す

が
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。

 
町
民
ス
ク
ー
ル
運
営
委
員
会

事
務
局
（
教
育
委
員
会
地
域

学
習
課
・
文
化
振
興
係
　
電

話
 ５
３
倆
２
４
２
７
）

　
増
毛
町
観
光
港
ま
つ
り
の
花

火
大
会
を
７
月
　
日（
土
）
に
開

３０

催
し
ま
す
。

　
花
火
大
会
等
に
係
る
経
費
に

つ
い
て
は
、
町
内
外
の
事
業
所

等
か
ら
の
寄
附
に
よ
り
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
個
人
寄
附
に
つ
い
て
も

受
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
金
額
は
１
埀
０
０
０
円
以
上

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
７
月
　１１

日（
月
）ま
で
受
付
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
寄
附
の
お
申
込
・
問
合
せ
先

　
観
光
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　（
役
場
商
工
観
光
課
内

　
電
話
 ５
３
倆
３
３
３
２
）

暮 報情のしら

北
海
道
科
学
ス
テ
ー
ジ

を
開
催
し
ま
す

ま
し
け
町
民
ス
ク
ー
ル

第
２
回
講
座
を
開
催
し
ま
す

観
光
港
ま
つ
り
へ
の

一
般
個
人
寄
附
の
お
願
い

新着本案内

  総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

「いかせておくんなせー」たこ焼き
屋に響き渡る、たこさぶろうの声。
たとえ、家族や仲間にとめられても、
たこさぶろうには、どうしても行か
ねばならない、ふかーい理由があっ
たのです…。

たこやきのたこさぶろう 長谷川　義史 著松本　吉彦 著

　「親子一緒に住みたい！」この本は、
二世帯住宅を建て、親子同居で暮ら
している方々の話を伺って、それぞ
れの思いと生活の実態、さらには同
居のメリットやコツなどを、まとめ
たものです。

二世帯住宅という選択
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摘　　要増　減決算額予算額項　目

市街自治会負担金　
　　　　　　２４２，６００
各支部負担金
　　　　　　１４０，６００

▲９，８００３８３，２００３９３，０００負担金

各事業所寄付金▲１７，０００４４８，０００４６５，０００寄付金

預金利息▲５６６０１１６雑収入

前年度繰越金０７６，８８４７６，８８４繰越金

▲２６，８５６９０８，１４４９３５，０００合計

摘　　要増　減決算額予算額項　目

総会▲１６，３１０７３，６９０９０，０００会議費

消防出初め式▲６０，０００３００，０００３６０，０００団員慰労会

会員相互扶助事業
　　　　　　 ２５，８００
消防大会参加 ３０，０００
現地教育訓練 ３０，０００
各分団等視察研修　
　　　　　　 ４０，０００
留萌地方支部理事会
　　　　　　 ４４，０００
女性消防団員研修会
　　　　　　 ３０，０００

▲３６，０００１９９，８００２３５，８００助成金

▲７，１５６５２，８４４６０，０００表彰費

弔事１件▲３２，０４０１７，９６０５０，０００慶弔費

ご祝儀０６０，０００６０，０００交際費

啓発用品・広告２，５５６５２，５５６５０，０００宣伝費

通信費▲５，４００４，６００１０，０００事務費

記念事業積立金８０，０００８０，００００積立金

昼食代４８０１０，４８０１０，０００雑支出

▲９，２０００９，２００予備費

▲８３，０７０８５１，９３０９３５，０００合計

平成27年度 増毛町消防後援会収支決算報告書
◎収入　908，144 （単位：円）

◎支出　851，930

◎差引　908，144 － 851，930 ＝ 56，214（次年度へ繰り越す）

上記の通り収支決算の報告を致します

　平成28年３月31日
増毛町消防後援会 会長　山　郷　佳　克

住
宅
用
火
災
警
報
器

～
適
切
な
維
持
と
管
理
を
～

　
５
月
　
日
、
増
毛
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

１６

（
森
竹
昌
基
会
長
）
か
ら
、
増
毛
町
に
「
町

消
防
本
部
の
救
急
活
動
に
役
立
て
て
欲
し

い
」
と
、
感
染
防
止
衣
　
着
が
寄
贈
さ
れ

３１

ま
し
た
。

　
５
月
８
日
、
町
消
防
本
部
（
阿
部
健
一

消
防
長
）
と
町
消
防
団
（
横
内
新
樹
団
長
）

合
同
の
消
防
総
合
演
習
が
文
化
セ
ン
タ
ー

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲小型ポンプ操法で、訓練の成果を発揮

した消防団第一分団員

消防総合演習で
日頃の訓練の成果を発揮！

▲堀町長に感染防止衣を手渡す

森竹会長

町消防本部に救急隊員用
感染防止衣を寄贈

　
設
置
し
て
い
る
世
帯
で
は
こ
れ
か
ら
維
持
、
管
理
を
行
な
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
点
検
や
清
掃
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
交
換
な
ど
を
行

い
適
切
に
作
動
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
台
所
な
ど
調
理
を
行
う
場
所
で
は
、
湯
気
や
煙
を
感
知
し
て
警
報
が
鳴

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
こ
り
や
く
も
の
巣
、
虫
な
ど
が
付
く
こ

と
で
警
報
が
鳴
る
こ
と
も
あ
る
の
で
取
り
除
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
点
検
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
ひ
も
を
引
く
こ

と
で
警
報
が
鳴
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
※
警
報
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
電
池
が
切
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

汚
れ
な
ど
が
目
立
っ
て
き
た
ら
乾
い
た
布
で
汚
れ
を
拭
き
取
る
な
ど

定
期
的
に
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、　

年
を
目
安
に
交
換
が
必
要
で
す
。
本
体
に

１０

設
置
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
※
交
換
時
期
が
近
く
な
る
と
ブ
ザ
ー
や
音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
タ
イ

プ
も
あ
り
ま
す
。

※
消
防
署
で
は
、
各
事
業
所
、
各
自
治
会
に
お
い
て
、
避
難
訓
練
や
救
命

講
習
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
増
毛
町
消
防
本
部
　
予
防
課
　
５
３
倆
２
１
７
５
】

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
交
換
時
期
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
定
期
的
に
点
検
や
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
火
事
が
起
き
て
い
な
い
の
に
警
報
が
鳴
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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マーシーの年金相談

　平成28年４月分から平成29年３月分までの国民年金保険料は、月額16，260円です。保険料は、

日本年金機構から送られる納付書により、金融機関・郵便局・コンビニで納めることができます。ま

た、クレジットカードによる納付やインターネット等を利用しての納付、そして便利でお得な口座

振替もあります。

　日本年金機構では、国民年金保険料を納期限までに納めていただけない方に対して、電話、書面、

面談により早期に納めていただくよう案内を行っております。

　未納のまま放置されると、納付を督促する文書（督促状）が送付され、指定された期限までに納付

が無い場合は、延滞金が課せられるのみならず、※納付義務のある方の財産が差し押さえられる場

合がありますので、早めの納付をお願いします。

　経済的な理由等で保険料の納付が困難な場合は、保険料の納付が免除される制度や猶予される制

度がありますので、留萌年金事務所または役場保険年金係までご相談下さい。

※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。

　過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付することで、将来の年金額を増やすことができ

る「後納制度」が平成27年10月から３年間限りの特例として開始されました。

　なお、老齢基礎年金を受給している方などは、後納制度の利用はできません。

　後納制度を利用するには、申し込みが

必要です。詳しくは留萌年金事務所へお

問い合わせ下さい。

◇ 国民年金保険料「後納制度」について ◇

問い合わせ　

留萌年金事務所　0164－43－7211

役場保険年金係　0164－53－1113

　
増
毛
町
の
山
岳
遭
難
事
故
は
、

６
月
、
７
月
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
　
遭
難
者
は
、
暑
寒
別
岳
登
山

者
の
次
に
、
タ
ケ
ノ
コ
採
り
な

ど
が
多
く
、
過
去
５
年
間
で
　１２

件
の
山
岳
遭
難
事
故
等
が
発
生

し
、
う
ち
４
件
は
タ
ケ
ノ
コ
採

り
に
よ
る
遭
難
で
す
。

　
増
毛
町
で
は
、
捜
索
活
動
に

係
る
費
用
の
一
部
を
遭
難
者
に

負
担
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
山
菜
採
り
な
ど
で
入
山
す
る

場
合
は
、
慣
れ
た
山
で
も
事
故

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
十
分
注
意
願
い

ま
す
。
ま
た
、
熊
の
対
策
な
ど

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

増
毛
町
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協

議
会
（
役
場
商
工
観
光
課
内
）

電
話
 ５
３
倆
３
３
３
２

　
　
　
　
　
　（
内
線
２
５
１
）

留
萌
警
察
署

電
話
 ４
３
倆
０
１
１
０

～
 捜
索
費
用
の
一
部
は
自
己
負
担
 ～

タ
ケ
ノ
コ
採
り
遭
難

◇ 国民年金保険料は納付期限までに納めましょう ◇

１．詳しい行き先と帰宅予定時間を

必ず家族などに知らせる。

２．単独での入山をできるだけやめ、

同行者との位置を互いに確認する。

３．目立つ服装（赤・黄色系）に配

慮し、天候の急変に備え雨具や保

温効果の高い被服を携行する。

４．携帯電話、笛、鈴、ラジオ、非

常食などを携行する。

５．迷ったら自分の位置を冷静に判

断し、落ち着いて行動する。むや

みに歩き回らないで、捜索隊に発

見されやすい場所を探す。笛、ラ

ジオ、鏡の反射などで捜索隊への

合図をする。

山菜採りの心構え５ヵ条
（北海道警察本部提供）

注
意
！

要



～応募方法～

〈メールで応募の場合〉

　本文に、氏名・住所・電話番号・写

真タイトル・写真について一言、を記

載し写真データを本文に添付して下

記のアドレスまで送信して下さい。

（データ容量については、送信できる

範囲であれば無制限といたします。）

〈直接応募の場合〉

　写真のデータをＣＤ・ＤＶＤにコ

ピーし、事務局に直接提出してくだ

さい。（データ容量は無制限といた

します。）現像された写真やネガでの

応募も受け付けますが、数日お預か

りする場合がございます。

◇応募先・問合せ先：増毛町内フォトコンテスト事務局（役場町民課町民環境係内　担当：山本）

　　　　　　　　　　電話 0164－53－1112　メールアドレス：tyoumin@town.mashike.hokkaido.jp

～提供方法～

　写真のデータをお持ちの方は、ＣＤ・Ｄ

ＶＤにデータをコピーし、事務局までお

持ちいただくか、下記のアドレスに写真

データを添付して送信してください。

（本文に提供者氏名・住所・電話番号・

写真の詳細を記載願います。）

　現像済みの写真、ネガでのご提供は、

直接事務局にご提出ください。（数日

お預かりする場合がございます。）

広報ましけ 2 0 1 6．06 10

テーマ「鉄道のある風景」
　増毛町内において撮影され、鉄道車両・駅舎・線路などが写った写真で、増毛町及

び鉄道の魅力が伝わる写真。

　　例）町内を走る鉄道、車窓からの景色、列車の到着を待つ人々 など

■応募資格：増毛町民の方（プロ・アマ問いません。スマートフォンや携帯電話、

　　　　　　タブレット端末で撮影した写真でも構いません。）

■入賞：最優秀賞１点以内（１万円相当の賞品）入選５点程度（３千円相当の賞品）

　　　　優秀賞２点程度（５千円相当の賞品）特別賞数点（内容未定）

○応募作品は応募者本人が撮影したもので、他のコンテストで未発表のものとします。

○応募作品はマナーを守って撮影された作品に限ります。

○この題材については、一人２点までの応募とさせていただきます。

○肖像権や著作権は増毛町に帰属し、各種PR媒体に使用させていただく場合があり

ます。

○応募者氏名については原則公表いたします。

資料募集！「昔の鉄道と増毛町」
　旧国鉄時代を含めた過去の写真で、鉄道車両・駅舎・線路などが写った歴史を感じ

る写真を探しています。お持ちの方はご提供いただければ幸いです。

　　例）鉄道が写った映画の撮影風景、改築前の駅舎の写真、転車台の写真 など

■ご提供いただいた方には、提供点数や内容に応じて商品券等のお礼を差し上げます。

○提供者は増毛町民に限りません。

○写真の提供数については制限はありません。

○提供写真については、提供者の了解を得られた場合、町の各種PR媒体や町の歴史資

料として活用させていただく場合があります。
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町税の納期について

町道民税（第１期）6月30日 （ 木 ） 

５月末
人口と世帯

（－９）人4,618人口

（－１）人2,133　男

（－８）人2,485　女

（－２）世帯2,360世帯

（　）は前月との増減

５月１日～５月３１日届出分

（敬称略）

猿
ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
猿

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
）
（
受
付
順
）

○
香
典
の
一
部
か
ら

・
相
川
　
恵
子
さ
ん
（
暑
寒
町
）　
　
　
区
自
治
会
へ

２８

・
石
山
　
隆
之
さ
ん
（
阿
分
）　
　
　
２
区
自
治
会
へ

・
鈴
木
　
伸
吾
さ
ん
（
舎
熊
）　
　
　
　
区
自
治
会
へ

１１

・
小
笠
原
美
智
江
さ
ん
（
阿
分
）　
　
４
区
自
治
会
へ

◆
増
毛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
現
金
）
（
受
付
順
）

○
香
典
の
一
部
か
ら

・
鹿
嶋
　
和
子
さ
ん
（
南
暑
寒
町
）

【
７
月
号
へ
の
掲
載
希
望
　
６
月
　
日（
金
）
ま
で
】

２４

 ̇໰ 
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

໰̇ 税務課・税務係（電話 ５３－１１１４）

໰̇ 北海道環境生活部くらし安全局道民生活課
女性支援室活躍推進グループ

電話 ０１１－２０６－６９５４（担当：矢嶋）

「北海道女性の活躍支援センター」を

ご活用ください

　北海道では、結婚、子育て、介護など女性のライ

フステージや就業、起業など様々なお悩みに電話・

メール・面談にて対応する「北海道女性の活躍支援

センター」を開設しています。

　「北海道女性の活躍支援センター」では「悩みが

あるけど、どこに相談したらよいかわからない」「挑

戦したいことがあるけど、手順がわからない」など

の相談に、経験豊かな女性の支援員が専門の相談機

関や支援施策を紹介するなど、コンシェルジュとし

て対応するほか、起業や法律相談などの専門相談日

を設けるなど、女性の総合相談支援機関として、皆

様の相談に対応していますので、是非ご相談くださ

い。

場　所：札幌市中央区北２条西７丁目

　　　　　　　　　　かでる２・７　６階

相談電話：０１１崖２０４崖５７１１

アドレス：kitanojyosei@sirius.ocn.ne.jp

相談時間：月・火・木・金　１０時～１６時

　　　　水・土　　　　　１０時～１３時

（休館日：年末年始、日曜・祝日）

Ｈ　Ｐ：(http://www.l-north.jp/katsuyaku/)

［
北
海
道
女
性
の

　
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー
］



●日本脳炎予防接種 １５：３０～１６：００ 市街診療所昇２１●広報ましけ６月号発行捷６
●アルコール問題を考える家族のつどい
　１３：３０～１５：００ 留萌保健所昌２２●親子遊びの広場（運動会）９：３０～１１：００

　屋内グランド昇７
●なかよしクラブ ９：００～１６：００ 旭川市内
●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭２３昌８

粗大ごみ申込受付最終日

晶２４●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館
●元気づくり教室 １３：３０～１５：１５ 老人福祉センター昭９

●あっぷる保育所運動会 ９：００～ 屋内グランド
●北海道科学ステージ １０：００～１２：００ 文化センター松２５晶１ ０
●マタニティスクール（育児編）１０：００～１２：００
　留萌市保健福祉センターはーとふる
●こどもシアター １３：３０～ 元陣屋

掌２６松１ １
●町民健康相談 ９：００～１１：３０ 健康一番館捷２７●増毛小学校運動会 ９：００～掌１ ２
●定例行政相談所開設 １０：００～１２：００ 文化センター
●四種混合・水痘予防接種 １３：３０～１４：００
　市街診療所

昇２８●草の特別収集日
　市街地区（４丁目通線から暑寒沢まで）・別苅・
　岩尾・雄冬

捷１ ３
●ましけ町民スクール第２回講座
　「ナイツの爆笑奇席 ｉｎ 増毛」
　１９：００～ 文化センター

昌２９●こころの健康相談 １５：００～１７：００ 留萌保健所昇１ ４
●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭３０●マタニティスクール（食事編）１０：３０～１３：００

　留萌市保健福祉センターはーとふる昌１ ５

晶１●乳幼児相談 ９：３０～１１：３０ 健康一番館
●ベビーマッサージ教室 １０：００～１１：００ 健康一番館昭１ ６

●乳児健診（個別通知）健康一番館松２晶１ ７
掌３●暑寒別岳山開き安全祈願祭 １５：００～ 暑寒荘前広場松１ ８
捷４●増毛幼稚園運動会 ９：００～掌１ ９

●広報ましけ７月号発行
●ヒブ・小児肺炎球菌予防接種 １３：３０～１４：００
　市街診療所
●こころの健康相談 １５：００～１７：００
　留萌保健所または羽幌町保健センター

昇５捷２０

６

発
行
：
 増
毛
町
役
場

印
刷
：
増
 毛
 印
 刷
 所

２０１６
　
№
１２７６

平
成
２８
年
６
月
６
日
発
行

粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日）　　 ໰̇  留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。粗大ごみ収集の申込は９：００～１７：００（受付最終日は１５：００）ま
でに、留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）に電話申込してください。その際にステーション番号を忘れずに
伝えてください。
※「ごみ分別ハンドブック」では、申込は２日前の１５：００までとなっていますが、増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
その前日）の１５：００までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、当該粗大ごみに貼り付け、収集日の９：００までにごみステーション横又は
自宅前に出してください。　　

家庭ごみの収集日について

　生　 生ごみ　 　 可 燃  可燃系埋立ごみ　 不 燃  不燃系埋立ごみ　 プ ラ  プラ製容器　 ペット  ペットボトル

 か・び  かん、びん　　木　 木くず　　　　 金属・危険  金属類、危険ごみ　 粗 大  粗大ごみ

 資源１  紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール　 資源２  新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック
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 可 燃   資源１ 

 ペット   プ ラ 

　生　

 ペット   プ ラ 

　生　  粗 大 

　生　  資源２ 

　生　

 ペット   プ ラ 　生　

 不 燃   か・び 

　生　 　木　

 可 燃 

 可 燃 

　生　  金属・危険 

 可 燃   資源１ 

 ペット   プ ラ 

　生　  資源２ 

 不 燃   か・び 

 不 燃   か・び 

　生　

 可 燃 


